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主 催／国際連合地域開発センター（UNCRD）
共 催／国連センター協力会

名古屋国際センター 別棟ホール／名古屋市中村区那古野１-４７-１
●鉄道各線・地下鉄 名古屋駅より徒歩10分
●地下鉄桜通線「国際センター」駅下車すぐ

【お問い合わせ】
国際連合地域開発センター（UNCRD）
TEL：052-561-9377  E-mail：pr@uncrd.or.jp
〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1 名古屋国際センタービル6階

会場の
ご案内

お申込方法 ＱＲコード、または申込フォームより
 お申し込みください。
https://ws.formzu.net/dist/S38896092/
［11月21日（木）申込受付開始］
申込締切日／12月20日（金） 正午

名古屋国際センター別棟ホール
高校生、大学生及び一般
先着80名

12.23 月 14：00▶17：00（開場13：30）2024

会  場 ■

対  象 ■

定  員 ■
※先着順にて定員になり次第締め切らせていただきます。

要申込
参加無料

パネルディスカッション

ガイダンス

横田  妙子
国際連合地域開発センター（UNCRD）
水と災害に関するプロジェクト専門家

松本  郁子
地球環境ファシリティ 
知識管理・政策担当官

岡田  絵美
UN Women 日本事務所 
パートナーシップ専門官

大沼  照美
国際連合食糧農業機関（FAO）
ローマ本部　
ジュニア・プロフェッショナル・
オフィサー（JPO）

美土路  昭一
外務省 国際機関人事センター 広報班長（課長補佐）

国際連合地域開発センター（UNCRD）一般公開セミナー

国連を
職場として 「国
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て、
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な仕
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して
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いの？
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そんな疑問
を持つあな

た、

国連で働く日本人職員から
直接聞いてみませんか。
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P A N E L  D I S C U S S I O N
パネルディスカッション

横 田  妙 子
国際連合地域開発センター（UNCRD）水と災害に関するプロジェクト専門家

早稲田大学社会科学研究科修了。大学院時代に1年間カナダ・モントリ
オールのマギル大学の人類学研究科に交換留学。民間企業、第3回世界
水フォーラム事務局、NPO法人日本水フォーラムでの勤務を経て、2009
年より国連人間居住計画（UN-Habitat）のケニア・ナイロビ本部に
赴任。世界水事業者パートナーシップ連盟（Global Wter Operators’ 
Partnerships Alliance）の事務局として、世界の上下水道事業者間の
パートナーシップによるキャパシティビルディングプロジェクトの実施に
携わった。2015年からはニューヨークの国連本部にある国連システム
事務局長調整委員会（CEB）事務局の「災害軽減と水国連事務総長
特使室」に勤務。2019年8月より現職、水と災害に関するハイレベル
パネルの事務局支援に従事。

岡 田  絵 美
UN Women 日本事務所 パートナーシップ専門官

シドニー大学国際政治学科・法律学科卒業。東京大学人文社会系研究
科博士課程修了。博士論文の課題は非暴力と大乗仏教。オックスフォード
大学国際開発学科にて第二修士号を取得。西オーストラリア州最高
裁判所で裁判官補佐を二年近く務め、オーストラリア弁護士資格を取得。
法律分野での職務のほか、内閣府国際平和協力本部事務局研究員、
国連大学学長室ジュニアフェロー、日本紛争予防センター事務局長補佐、
多摩大学グローバル学部非常勤講師、日本大学人口研究所英語編集者
など、各種業務に従事。2015年3月よりJPOとして国連開発計画（UNDP）
東ティモール事務所民主ガバナンス・ユニットへ着任。その後同事務所で
プログラム・スペシャリストに昇進。2017年にUNDPミャンマー事務所の
民主ガバナンス・ユニットに半年出向。2018年7月よりUN Womenミャン
マー事務所にてプログラム・マネージャーを勤める。2022年6月より現職。

大沼  照美
国際連合食糧農業機関（FAO）ローマ本部
ジュニア・プロフェッショナル・オフィサー（JPO）

上智大学外国語学部仏語学科卒。メディアや日本政府機関に勤務後、
パリ大学研究機関でメディア・広報戦略および地政学の修士号を取得。
在仏日本大使館広報室、国連ボランティア計画（UNV）西・中央アフリカ
地域オフィス（セネガル）、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 、国連広報セン
ター（UNIC）にて広報・アドボカシー業務に従事した後、2022年にJICA
チュニジア事務所に着任。アフリカ開発会議（TICAD）準備や政府開発
援助プロジェクトを担当。2024年よりJPO派遣制度にて現職。ＦＡＯでは
ASEAN地域や北・西アフリカ地域にて「責任ある農業投資」に関わる
プロジェクトの実施、資金調達、パートナーシップ構築を担当。

お問い合わせ

国際連合地域開発センター（UNCRD）
TEL：052-561-9377  
E-mail：pr@uncrd.or.jp
〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1 
名古屋国際センタービル6階

お申込方法

ＱＲコード、または申込フォーム
よりお申し込みください。
https://ws.formzu.net/dist/S38896092/

［11月21日（木）申込受付開始］
申込締切日／12月20日（金） 正午

※新型コロナウィルス感染症・季節性インフルエンザの
拡大状況により、入場をお断りする場合があります。

国際連合地域開発センター（UNCRD）一般公開セミナー ［国連を職場として］

松 本  郁 子
地球環境ファシリティ 知識管理・政策担当官

2019年地球環境ファシリティ入行。現在ワシントンDCにて、地球環境
ファシリティが実施する地球環境保全プロジェクトのグッドプラクティスの
把握と紹介、知識共有のためのセミナーやワークショップの実施、環境・
社会政策の実施やガイダンスの作成などを担当。2006年から2009年
には国際金融公社の環境社会開発局で政策担当官として、国際金融
公社の環境・社会政策、パフォーマンス・スタンダードの実施、ガイダンス
の作成、トレーニングの実施を担当。米国イェール大学森林環境大学院
より環境科学修士号、東京工業大学環境・社会理工学院にて学術の
博士号を取得。

プログラム（予定）

パネリスト

モデレーター

主 催／国際連合地域開発センター（UNCRD）
共 催／国連センター協力会

開場・受付
13:30

開　　会
14:00

休　　憩

閉　　会

イントロダクション
「世界のSDGsの進捗状況」
横田 妙子
国際連合地域開発センター（UNCRD）
水と災害に関するプロジェクト専門家

ガイダンス
「国際機関の採用方法と
 JPO派遣制度について」
美土路 昭一
外務省 国際機関人事センター 広報班長（課長補佐）

14:05

16:15

16:45

14:15

16:05

パネルディスカッション
「国連を職場として」
モデレーター・・・・・横田 妙子
パネリスト・・・・・・・・・・・・松本 郁子
 岡田 絵美
 大沼 照美


